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第40次南極地域観測隊の概要
白 石 和 行
ll月14[1に東京港 を出発す る第40次 南極 地域
観測 隊 は,越 冬隊40名,夏 隊20名 の総 計60名
及 び オブザ ーバ ー6名(交 換 科学 者3名,総 合研
究 大学 院 大学"1ζ:生2名,環境 庁1名)か ら な り,
これ までの わが 国の 南椒 観測 で は最 多人 数の隊 と
い うこ とにな る.今 次 隊 は第V期5カ 年 沽 画の3
年 目,ち ょう ど真 ん「11の年度で あ り,計[liliが着 実
に成 果 を挙 げ て い る こ とが試 され る 年で もあ る,
第v期 での研 究 プロ ジ.1'.クトは,2本 の ノ〈きな研
究課 題か ら成 って い る.ひ とつ は[南 極域 か ら見
た 地 球環 境 変 動 と電 磁 隅 一人気 圏 一水 陸 圏 一生
物 圏 のイ`11五鈷 合作1|1」で,こ れ は,　SCARが 中
心 となって推 進 している 「地球 規模 変動 南極研 究
川 州　(GLOCHANT)」　に呼 応 す る もの と して位
置づ け られて い る,ま た,も う ひとつ の研 究 課題
で あ る 「南極 プ レー トの進 化 と地球 ダイナ ミクス
の研 究1で は,地 球 史46億 年 の時 間 ス ケー ルで
の地球 変動現 象 を把 握す るこ とを日的 と してい る.
これ には,南 極大 陸地殻 と氷床 の相lll作川 をIUfじ
ての地球 史規模 で の変動現 象の研 究 も包 含 して い
る.第40次 隊 で の 中心 的 な後 者の 「11画は 「東 南
極 大 陸 リ ソ ス フ ェ ア の 構 造 と進 化 研 究 計 画
(SEAL　,i十画)1と して,昭 和 基地 東方約500km
の 西エ ン ダビー ラ ン ドで2機 の小 型ヘ リコプ ター





次 ・1講演 と映画の 会」 を開催
・国際SuperDARNワー ク シ 、iッフの開催






とで ある.観 測 隊が独 自の ヘ リコプ ター を運用す
るの は第31次 隊 以 来の こ とで あ るが,広 域 的 な
調査手段 と して 大 きな活躍 が 期待 され る.
さて,南 極 観 測 事 業は 定 常,プ ロ ジ ェ ク ト研
究,モ ニ タ リ ン グ研 究 の3つ の カ テ ゴ リ に分 け
られ てい る.こ れ らの研 究 の個 別の 観測項llは第
40次隊 で は総,1'il21件に達 して い る.定 常,モ
ニ タ リングは長期 にわ た って維続 して観測 す るこ
とに よ って さま ざまな変動現 象 を検 出 しよう とい
うものであ り,昨 年 度 に引 き続 いた 観測項1【を実
施 す る こ とに なる.い っぽ う,プ ロ ジェ ク ト研究
観 測 では それぞ れの分 野 ご とに観 測 テ ーマ を掲 げ
て実 施 され る.密 生 系 で は,従 来の 観測 に加 え,
HFレ ー ダ,　MFレ ー ダ,ラ イ ダー な どを 用い た
地 上リモ ー トセ ンシ ングに よ り 「.南極域 熱 隅 一中
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冬中 に実施 し,気水 圏系では,ド ーム基地での越
冬は しないが,昭 和基地 と ドームふ じ観測拠点間
の広 大 な地域 を4カ 月 に及ぶ冬明 け以 降の内陸
調査旅行 によって踏査 し,また,リ ュツォ ・ホル
ム湾の海氷上での定点における海洋観測によって
「極域大気 一雪氷 一海洋 圏における環境変動機構
の研 究」 を生物 ・医学系の 「南極環境 と生物の適
応に関す る研究」 と協力 して実施す る.生 物分野
では,さ らに露岩域での生物調査 も主 に越冬期 間
中に行う.地 学系では,定 点観測拠点 としての昭
和基 地 を利用 して,第39次 か ら始 まったVLBI
観測や従来からの超伝導重力計による連続観測な
どの基地観測 を通 じて 「南極大陸の進化 ・変動の
研究」に資する.
夏期間の観測 には,前 述の地学系によるSEAL
計画のほか,気 水圏系 による,ド ームふ じ観測拠
点 までの往復旅行,回 収気球 による上層大気試料
採集,南 大洋での海上重力 ・地磁気,大 気微量成
分,海 洋物理 ・化学,生 物等の船上観測,ま た,
露岩域で の測地や 地震 の観 測 ・1カ月 にわたる
ペ ンギ ン生態調査 などがあ り,そ れぞれ上記の研
究課題に沿 って観測する,
夏期間の昭和基地では基地設備の更新や維持 の
ための多 くの作業が予定 されている.総 計約890
トンの物資(ト ナー島や内陸への物資 をあわせる




改修 とMFレ ー ダーの建設の ように越冬観測 の
ための工事 を含めた夏期建設作業 を行 う.こ れ ら
に要す る述べ 人員 数は2000人目に及 び,「しら
せ」乗組員の協力も得なければ完成させることはで
きない.
南極地域 の自然保護 と環境保全は最近の もっと
もおお きな課題 である.今 年の1月 に発効 され
た 「環境保護 に関する南極条約議定書」の主 旨に
沿 って,昭 和基地 においては年間を通 じて廃棄物
処理 を行い,環 境の保全に努める.ま た,そ の廃
棄物 は国内に持 ち帰って処分す ることになる.
安全は極地での活動にとって,なによりも優先 さ
れねばならない.第40次隊では3月の冬期総合訓
練 をは じめ さまざまな機会に安全のための訓練 と
意識の向上 を図 って きた.こ うした努力は往路の
船上や基地での生活中にも欠かさず継続させたい.
お わ りに,こ れ まで の準 備 に ご協力 い ただい た
あ らゆ る方面 の 関係 各 位 にお礼 を申 しあ げる とと






内 藤 靖 彦
第25回SCAR総会がチ リのコンセプシ ョン市
で開催 された.今 回はSCARがICSUの特別委
員会 と してス ター トしてか ら40周年 となる記念
の総会 となった.記 念行事 として前会長のR.M.
Laws博士が講演 を行 い,過 去の活動 と今 後につ
いて基調講演 を行 った.本 総 会は2週 間 にわた
り行われ,第1週 に8つ の作業委員会が同時並行
して,第2週 に各国代 表か らなる総会が行 われ
た.総 会での参加国 は正会員25カ国,準 会員2
カ国が参加,こ のほかオブザーバー としてWMO,
SCORが参加 した.参加人数 は第1週 は約300名,
第2週 は約80名であった.　SCAR関連会議はこ
れ以外にも総会前に下部組織 である専門家会議な
ども開催 され,約50名 が これ に参加 している.
さらにSCARと密接 な関係 を有す る南極観測実
施責任者評議会(COMNAP),南極 の設営 と行動
に関する常置委員会(SCALOP)や設営展示会 も
開催 され,約100名が参加 している.従 って,今
回の総会 では延べ参加 人数 はゆうに400名を越
えた.会 場 も第1週 には9箇 所以上 となった.
1.複雑化す る研究活動 と組織
SCARは幅広 い研 究領域 を対 象に してい るこ
とが大 きな特徴である.こ のため,議 題 を絞って
議論することがなかなか困難 な組織 である.今 回
も常置の8つ の作業委員会 や専 門家会議か らの
報告が 目白押 しにあ り,日程の都合上詳細 な報告
はで きず,ま たこれ を聞 く代表のほ うも議論 をす
る時間を与 えられず多少不満が残った.し か し,
一方 では　SCARが対象 とす る研究領域 はさらに
広が り,近年は地球科学 のほ とんどの領域が対象
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てはこの方向は顕著である.さ らに惑星科学,天
文科学の領域 にまで活動範囲が広がるな ど最近の
南極研究は大 きく変化 しつつある.新 しい研究活
動 に対応す るためにはSCARの組織 は どの よう
にあ るべ きか とい うのが今回の課題の一 つで もあ
った.　SCARの困難 さは別のところにもある.南
極の問題を扱 う国際的な組織である南極条約協議
会議(ATCM)や 南極 観測 実施 責任 者評 議 会




対応,後 者 においては,安 全問題や廃棄物処理な
どを含む複雑化する南極の観測活動 を支える設営
活動 との連携の問題などである.他 の学術団体の
会議において余 り例のない複雑 な南極国際組織 と
して,現 在の総会の在 り方について多 くの意見が
出されたが,そ う簡単に解決できる問題でもな く,
何 とな く欲求不満がたまる会議であった.結 局は
会長 と執行委員会 を中心 にさらにSCARの運営
を検討することとなった.こ の ような雰囲気を受
け る形 で,　SCARの活動状況 を検討す るための
評価委員会 を外部のメンバー もいれて行 うことが
英国の代表か ら提案 され,こ れが受け入れられた.
このような問題が出て きた背景には,南 極の問題
が学術 だけの世界に留 まらな くな り,非常 に複雑
化 して きていることが大 きな要因 と考 えられる.
この意味 で もSCARは今後 どの ような役割 を果
た してい くのか再考の時が来ているのかもしれな
い.人類は南極 に何 を期待 しているのか,南極は人
類の将来にどのような貢献 をなしえるのか等基本
の問題 も調査,検 討する必要があ りそ うである.
2.地球 環境 問題
SCARの 地球 環境 問 題へ の取 組 は,　ICSUの
IGBPプロジ ェク トと リンクす る形 を当 初か ら取
って い る.1988年の ホバ ー トの総 会 以 来 い ろい
ろな検 討 が な され,1992年の バ リ ・ロ ッテ総 会
でSCAR-GLOCHANT計 画 として正式 なプ ログ
ラム と して立 案 され,　IGBPの地域 プロ グラム と
して機能 してい くことも了承 されてい る.そ の後,
GLOCHANTオ フ ィ スが ホバ ー トに設 け られ 活
動 を行 って い る.今 回の総 会 で はGLOCHANT
と そ の 関 連 の 活 動 が レ ビ ュ ー さ れ た.
GLOCHANTは 二 つ の コア プ ロ ジ ェ ク トを推 進
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して い るが,そ れ以外 に も南 極域 で は地球 環境研
究 と密接 に関係 す る6つ の プ ログ ラムが あ り,そ
れぞ れが連携 を と りなが ら複 雑 な ネ ッ トワー ク型
のプロジェク トとなってい る.今 後 はGLOCHANT
オフ ィス を中心 に,IGBP,　WCRP,　SCORと も
連携 して活 動 を進め る こ とと した.今 回 の総会 で
は,南 極 地 球 環 境 関 連 プ ロ グ ラ ム で あ る
ANTIME計 画で は1998年9月16～21日 に 日本
で 「南極 の海岸線 の古 環境 と海水 準 」 につい ての
ワー ク シ ョップ を 開催 す る こ とが 正 式 に決 まっ
た.
3.南極 大陸氷床下の湖 について
ロ シアのボス トー ク基地の4000mの氷床下に
巨大な湖が存在 しているらしいことが,か なり以
前からロシアの研究者 により基盤地形や熱モデル
か ら予測 されていた.最 近 さらに精度の良いアイ
ス ・レーダ探査や,地 震探査によ りその存在が確
認され,こ の湖の探査が現実の問題 となってきた.
前回の総会 において もこの問題は話題に上 ってい
たが,そ の後 このボス トークレー クについて具体
的研究計画等 を検討す るためのSCARの支援 に
よるワークシ ョップが2回 開催 され,こ の湖 の
全貌が次第に明らか になってきた.今 回の総会に
おいて もこの湖 については,研 究の分野 を問わず
多 くの参加者の関心の的 となっていた.今 回はこ
の湖の概要 について ロシアの代表お よびNASA
の研究者 による講演が行われた他,幾 つかの作業
委員会においても話題 となった.当 然 のことなが
ら問題 とされたのは,探 査 による湖への汚染への
懸念であった.現 在技術的課題 は多 く残 されてい
るが,ア メリカはNASAの 宇宙探査技術 を応用
することによりこの問題は クリアできるとしてい
る.し か し,参加者 か らは規模 は小 さいが約80
ある と推定 される同様 の氷床下の湖でテス トすべ
きな どの意見が強 く出 されるなど,無 菌的サ ンプ
ル採集をどの ように保障するかが議論の中心であ
った.今 回の会議からアメリカは計画実現 に向け
て動 きつつある との印象 を持 った.　SCARとし
ては今後開催 されるワークシ ョップに代表を派遣
し,密接 に関ってい くことが確認 された.
4.次回総会の 日本開催について
第26回総会の開催 については前回のケ ンブ リ
ッジの総会で 日本で開催することが決定 されてい
一3一
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た.今 総会 にお いて 日本 側 よ り開催 につ いて の概
要 を説 明 し,こ れが 受 け入れ られ た.い よい よ受
け 入 れ準 備 に入 らな け れ ば な らない 状 況 に な っ
た.学 術会 議 は じめ関係 の方 々の ご指 導,ご 協 力





南 極地域観測事業の意義 と成果 を普及す るた
め,8月30日に宮城県の仙台市科学館 にお いて,
「講演 と映画の会」 を開催 した.当 日は台風4号
の影響に よる大 雨 にもかかわ らず市民約300人
が会場 に集 まり満席 となった.会 場 ロビーには初
期か ら現在 までの南極観測の移 り変わ り及び現在
行われている各種観測を紹介 したパネルが展示 さ
れた.
また,講 演 に先だって地元の小 ・中学生の代表
と昭和基地の澁谷第39次越冬隊長及 び仙台市に
ゆか りのある岡野隊員,坂 野井隊員 らの電話交信
が行われ,日 本 との生活の違いや当日の基地の気
温,オ ーロラを見た感想,観 測隊員の近況な どの
会話 に会場全員が熱心に耳を傾けていた.
講演 は 「南極の 自然 と観測隊」 と題 し,第40
次越冬隊長 をつ とめる宮岡宏助教授が,ス ライ ド
及びOHPを交えなが ら南極の自然,観 測の内容,
隊員の生活等 を解 りやす く紹介 した.最 後に映画
「南極観測1997」が上映 され,南 極観測の意義と
成果の普及 を目的 とした講演会は好評 を博 し終了
した.
一4
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国際SuperDARN
ワークシ ョップの開催
佐 藤 夏 雄
国 際SuperDARNワ ー ク シ ョ ップ(lnter-
national　SuperDARN　Workshop)が7月7日
(火)～10日(金)の4日 間,国 立 オ リン ピック
記 念青 少年 総合 セ ンターで開催 され た.こ の ワー
ク シ ョ ップ は,　COE国 際 シ ンポ ジウ ムの 一環 と
して,国 立極 地研 究所 が主 催 した.参 加 者 は外国
人35名 を含 め て の約100名で あ り,発 表総 件 数
は86件 で あ った.国 立 オ リン ピ ック記 念 青 少年
総合 セ ンター は,会 場 の建 物 や設 備 な どが新 しい
ばか りでな く,都 心 の新宿 に近 くて交 通の便 が良
く,ま た,明 治 神宮 や代 々木 公園 に も隣接 した静
かな環境 下 にあ る.開 催期 間 中は,こ の時期 特有
の蒸 し暑 い 日も多か ったが,ま ず まずの天候 で あ
った.
Superl)ARNとはSuper　Dual　Auroral　Radar
Networkの略 で あ り,国 際HFレ ー ダー ネ ッ ト
ワー クの意味 で ある.昭 和基 地 に設 置 され てい る
2基 のHFレ ー ダー はこのSuperDARNレー ダー
の一環 で ある.こ の レー ダー ネ ッ トワー ク観 測 に
よ り,北 極 と南極域 上 空の広 い範 囲の電離 圏 プラ
ズ マ の運動 を,高 い 時間 ・空 間分解 能 で観測 し,
両極域 電磁 圏 の ダイナ ミックス と電磁 環境 を ミク
ロ的 ・マ クロ 的 に解 明す る こ と を 目的 と して い
る.こ のSupreDARN国際 組織 に は,日 本(国
立極 地研 究所 が代表)を は じめ,米,英,仏,カ
ナ ダ,豪,南 ア フ リカか ら8研 究 機 関 が加 盟 し
てい た.さ らに,新 た な レー ダーの設置準 備が整
っ た こ と に伴 い,今 回のSuperDARN研究 代 表
者 会 議 に て,新 た に2研 究 機 関(ア ラ ス カ大 と
郵政 省 通 信 総 合研 究所)の 追 加加 盟 が認 め られ
た.
本SuperDARNワー ク シ ョ ップは,加 盟 して
い る各研 究機 関 の世 話 で毎年持 ち回 りで開催 され
て い る.ワ ー ク シ ョ ップ の 主 な 目的 と内容 は,
SupreDARNレー ダー を用 い た最 新 の 研 究 成 果
発表 や討議 を行 う とともに,各 国 の レー ダー シス
テムの現況 ・開発報告 や,解 析 ・研 究 ソフ トウエ
アーや デー タ配付 な どの問題 点や解 決策 な どの検
討 も行 っ てい る.ま た,4つ の部会(研 究代 表者
会議,ソ フ トウェ アWG,　スケ ジ ュールWG,　デ
ー タ配 付WG)に 別 れ ての 詳細 な討 議 や検 討 も
行 っている.
後記のプログラムに記載 されているように,研
究発表内容や分野 は多岐 に亘 っている.　Super-
DARNレー ダー計 画当初の主 な研 究 目的は,グ
ローバ ルな2次 元対 流パ ター ンを観測的 に時 々
刻 々と明 らかにすることであった.そ の後の研究
や観測技術などの発展に伴 い,最 近では,磁 気 圏
の微細構造,波 動や過渡的現象,オ ーロラ嵐やサ
ブス トームなど,時 間的 ・空間的に細かい構造や
変動をする極域現象にまで適用で きることが明 ら
かになり,急速にその方面の研究が進展 している.
また,中 性大気や重力波動な どの熱圏 ・中間圏の
研究にも適用で き,そ の分野の研究 も大 いに発展
していることを裏付 ける発表があ った.
極地研究所が ワークショップの主催 を引 き受け
た時点か ら,開催 に係る企画や事務的諸準備 と会
議 の進行 をスムースに進める事 に多 くの努力を割
い た事 は勿論 で あ るが,こ の機 会 に,　Super-
DARNの研 究で は後発 であった 日本の研 究活動
を高めて,諸 外国か ら参加 した研究者 に日本の研
究成果 をアピールしたかった.こ れを実現すべ く,
学会や極地研で開催 された研究小集会,シ ンポジ
ウム,一 般共 同研 究等 を通 じて,国 内 のHFレ
ー ダー共同研究者 に昨年から意識的に呼び掛 けを
した.各 共同研究者の熱意と努力により,今 回の
国際SuperDARNワークシ ョップでは25編の国
内からの発表があ り,い くつかの発表 は国際的に
も高い研 究水 準であ った.昭 和基地HFレ ーダ
ーの有用性や 日本 の研究活動 を知って もらう良い
機会が実現 した と,主 催者側 として喜 んでいる.
開催初 日の夕刻の所長招待 レセプシ ョンでは,
所長か らの挨拶の他 にも,文部省吉尾国際学術課
長 には貴重 な時間を割いて頂いてのセ ンスある挨
拶 を頂いた.そ してSuperDARN研究代表者会
議の議長である米国ジョー ンズ ・ホプキンス大学
の レイモ ン ド ・グ リー ン ワル ド　(Raymond
Greenwald)博士か ら招待 のお礼 の挨拶 が あっ
た.限 られた時間ではあ ったが,リ ラックス した
雰囲気の下で,研 究や情報 の交流が交わ された.
また,3日 目には,純 和風の雰 囲気の下での晩餐
会 を開き,日 本の伝統的な面 も知って もらえ,外
国か らの参加者 には大好評であった.
本国際ワークシ ョップの開催準備 を組織的に進
める為に,半 年ほど前 に準備委員会 を組織 し,雑
多な多忙 な諸準備 に没頭 した.そ の経過で多 くの
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苦労 や問題 が伴 った.し か し,本 ワー ク シ ョップ
最 終 日の 閉 会 に先 立 ち,私 達 の 準 備 委 員 会 に
SuperDARN議長 か ら特 別 な賛 辞 ・謝 辞 が 述 べ
られ た.ま た,多 くの参加 者か らの賛 辞 とお礼 の
手紙 もい ただ いた.こ れ らは,主 催者 側 の苦労 を
忘 れ させ,な に よ りの充 実感 と満 足感 を与 えて く
れた.
最後 に,本 ワー クシ ョップ開催 に際 し多 くの御
支 援,御 援 助 を頂 いた極 地研,文 部 省や オ リンピ
ックセ ン ター をは じめ,関 係各方 面 の皆様 に この
紙 面 上で心 か らのお礼 を 申 し上 げ ます.







(レ ー ダ の 状 況 と 開 発 状 況 一1)
(午後)
　 Session-1:　Radar　Status　and　Development　(2)
(レー ダ の 状 況 と 開 発 状 況 一2)
　 Session-2:　Special　Time　Report
(特別 観 測 報 告)
　 Session-3:　SuperDARN　with　Respect　o　Other　Pro-
　 　 　 　 　 9「ams
(SuerDARNと他 の 国 際 プ ロ ジ ェ ク トとの 関 連)
　 Invited　Dinner　by　the　Director　fNIPR





Session-5:　Large-scale　Convection　(大規 模 対 流)




と 中 性 風)
(午後)
Session-7:DaysidePhenomena　(昼間 の 現 象)
Group　Photograph　infront　of　Meeting　Building　(集合 記
念 写 真 撮 影)
Excursion　a d　SuperDARN　Special　Dinner　(バス ツ ア




現 象 と 波 動)
Session-9:　Boundary　Mapping　(境界 領 域 マ ッ ピ ン グ)
Session-10:　Quiet　Time　Phenomena　(静穏 時 現 象)
(午後)
Session-11:Substorm　(オー ロ ラ 嵐)




















8月は好 天 に恵 まれ,予 定 して いた野外 行 動 は
全て順 調 に消化 す る こ とが で きた.
野外 観測 は,と っつ き岬 に設 置 した地震計 の保
守 か ら始 ま り三 つ岩重 力測 定,ラ ングホ ブデ雪 鳥
沢 への ルー ト工 作,ハ ムナ氷 河雪 氷観 測等 を実施
した.
生 活 で は,5月19日 か ら開 催 され て い た南極
大 学 が8月4日39人 の 講 義 を も って 終 了 した.
また,越 冬 開始 以来 発 行 して い た 日刊 さ くらが
200号を迎 えた.
9月 の天 候 は8月 か ら一 転 して悪 天 の 日が多 か
っ た.B級 ブ リザ ー ドが11日 間,A級 ブ リザ ー
ドが5日 間襲 来 した.こ の ブ リザ ー ドが もた ら
した 多量 の ドリ フ トが基 地 主要 部 を埋 め尽 くし,
除雪作 業 に労 力 を強 い る もの とな った.
野外行 動 は,荒 天 の合 間 をぬ って とっつ き岬 で
の雪 上 車 の 整備,大 型 雪 上 車 の 移 送,H72で の
掘 削作業,ラ ングホブデ,ス カルブ スネスで の調
査 等 が行 わ れ,日 帰 りを含 め432人 目野外 行 動
に携 わ り荒 天 に も関 らず活 発 な活動 であ った.
生 活 で は,基 地住 民 が20人 とな る こ ともあ り
寂 しい食卓 を囲 む 日が多か った.
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第40次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊
i区分 担当分野 氏 名
生年月 日
(昭和) 所 属 本 籍 隊経歴等
隊 長 宮 岡 宏 28,9.8 国立極地研究所情報科学センター 東 京 都 第28次越冬隊
(兼越冬隊長) (文部教官助教授)
電離層 中 本 廣 39.11.22郵政省通信総合研究所 鳥 取 県
定
気 象 佐 藤 健 36.7.25 気象庁観測部 神奈川県
常
Il 東 島 圭志郎 38.1.16 気象庁観測部 佐 賀 県 第33次越冬隊
観 ft 河 原 恭 一 39.4.3 気象庁観測都 大 阪 府
測 ク 安 ケ平 一 也 40.10.17気象庁観測部 青 森 県
ク 村 方 栄 真 42.2.6 気象庁観測部 福 岡 県
宙空系 前 川 公 男 24.2.12 福井工業高等専門学校電気工学科 福 井 県
(文部教官助教授)
〃 山 岡 信 夫 28.2.1 大阪大学工学部 大 阪 府
宙空系 川 原 琢 也 40.8.7 信州大学工学部 宮 城 県
(文部教官助手)
〃 堤 雅 基 42.3.11 国立極地研究所研究系 香 川 県
(文部教官助手)
気水圏系 櫻 庭 俊 昭 19.3.2 通商産業省工業技術院電子技術総合 埼 玉 県
研
〃 鈴 木 利 孝 34,5.5
研究所
山形大学理学部 山 形 県
(文部教官助教授)
究 〃 古 川 晶 雄 36,7.30 国立極地研究所研究系 愛 知 県 第29次越冬隊 ・第33次
(文部教官助手) 越冬隊 ・第36次 夏隊
〃 改 井 洋 樹 42,1.20 国立極地研究所事業部(財 団法人 神奈川県
観 リ モ ー ト ・セ ン シ ン グ技 術 セ ン タ ー)
〃 松 岡 健 一 46,10.17北海道大学低温科学研究所 滋 賀 県
測
地学系 福 崎 順 洋 42,5.4
(文部教官助手)
建設省国土地理院 群 馬 県
〃 中 西 崇 49.10.25京都大学防災研究所 東 京 都
(文部教官助手)
生物・医学系 土 屋 泰 孝 31.11.23筑波大学研究協力部 静 岡 県 第33次越冬隊
〃 工 藤 栄 38.1・6 国立極地研究所北極圏環境研究センター 東 京 都
(文部教官助手)
ll 佐 藤 克 文 42.7.4 国立極地研究所研究系 神奈川県
(文部教官助手)
機 械 中 西 実 31.7.25 国立極地研究所事業部 東 京 都 第28次越冬隊 ・第36
(いす"自 動車株式会社) 次越冬隊
〃 亀 谷 弘 智 38.3.12 北海道開発庁北海道開発局 北 海 道
〃 山 家 正 俊 43.3.22 国立極地研究所事業部 滋 賀 県
(ヤンマーデ ィーゼ ル株式会社)
〃 松 永 重 年 43.12.22国立極地研究所事業部 東 京 都 第34次夏隊
設
ll 遠 藤 伸 彦 47.4.8
(株式会社関電工)
国立極地研究所事業部 鳥 取 県
〃 五十嵐 賢 二 47,5.31 国立極地研究所事業部 新 潟 県
(株式会社大原鉄工所)
営 〃 藤 田 文 博 49,8.12 国立極地研究所事業部 熊 本 県
(株式会社日立製作所) 1
通 信 堀 本 浩 二 42.2.8 海上保安庁警備救難部 大 阪 府 1
lp 辻 正 幸 45.12.9 郵政省関東電気通信監理局 兵 庫 県 {
調 理 伊 藤 晴 夫 32.10.13国立極地研究所事業部 神奈川県 第34次越冬隊
(株式会社東條會館) 1
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区分 担当分野 氏 名 生年月 日(昭和) 所 属 本 籍
一
隊経歴等
調 理 高 井 智 子 33.1.17 海上保安庁警備救難部 神奈川県
医 療 草 谷 洋 光 33.5.23 国立極地研究所事業部 東 京 都
(厚生中央病院)
〃 大 谷 眞 二 41.8.2 鳥取大学医学部 鳥 取 県
設 環境保全 柳 谷 季久夫 43.3.19 国立極地研究所事業部 宮 城 県
(三機工業株式会社)
設営一般 増 田 光 男 22.10.25国立極地研究所事業部 千 葉 県 第24次 夏 隊 ・27夏 ・30夏
(金子架設工業株式会社) 32夏 ・33夏 ・35夏 ・36夏
営
ク 竹 下 秀 42.3.4 国立極地研究所事業部
(東海大学総合科学技術研究所〉
神奈川県
り 井 埜 剛 43.1.17 国立極地研究所事業部 神奈川県
(日本電気株式会社)
lt 梶 川 道 雄 44.12.1 京都大学総務部 兵 庫 県
ク 北 風 好 章 45.8.29 大阪大学医学部附属病院 京 都 府
○夏 隊
区分 担当分野 氏 名 生年月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊経歴等
隊 長 白 石 和 行 23.9.28 国立極地研究所研究系 神奈川県 第14次 越 冬 隊 ・21冬・25夏
(兼夏隊長) (文部教官教授) ・お 夏 ・31冬(越冬 副隊 長)
定
海洋物理 増 山 昭 博 31.7.19 海上保安庁水路部 北 海 道 第39次 夏隊
常
観
海洋化学 清 水 潤 子 47.1.27 海上保安庁水路部 東 京 都
測 測 地 安 藤 久 38.1.19 建設省国土地理院 岡 山 県
地学系 本 吉 洋 一 29.8.3 国立極地研究所研究系 千 葉 県 第2次 夏隊 ・第24次夏
(文部教官助教授) 隊 ・第33次越冬隊
研 〃 吉 水 秀一郎 32.8.23 林野庁森林総合研究所四国支所 東 京 都
(林地保全研究室長)
〃 三 浦 英 樹 40.7.19 国立極地研究所研究系 北 海 道 第37次夏隊 ・第38次夏
究 (文部教官助手〉 隊
1■ 吉 村 康 隆 42.4.18 高知大学理学部 福 岡 県
観 〃 宮 本 知 治 45.9.12
(文部教官助手)




渡 邉 研太郎 27.7.30 国立極地研究所資料系
(文部教官助教授)
埼 玉 県 第22次夏隊 ・第 為 次越
冬隊 ・第35次越冬隊
〃 西 川 淳 42.11.9 東京大学海洋研究所 山 口 県
(文部教官助手)
設営一般 林 原 勝 美 30.12.30国立極地研究所事業部 兵 庫 県 第25次夏隊 ・第27次
(ヤンマーエ ンジニアリング株式会社) 越冬隊 ・第32次越冬隊
〃 山 内 肇 36.9.15 国立極地研究所事業部 沖 縄 県 第33次越冬隊
(医 師)
.■ 依 田 恒 之 36.1.3 国立極地研究所事業部 神奈川県
(飛島建設株式会社)
設 〃 菅 野 幸 雄 44.2.6 国立極地研究所事業部 宮 城 県
(向井建設株式会社)
〃 針 貝 仲 次 33.12.3 国立極地研究所事業部 愛 知 県
(中日本航空株式会社)
営
〃 武 井 忠 昭 36.6.28 国立極地研究所事業部
(中日本航空株式会社)
愛 知 県
〃 大 橋 康 弘 37.2.25 国立極地研究所事業部 静 岡 県
(中日本航空株式会社)
〃 真 木 賢 一 40.1.19 国立極地研究所事業部 神奈川県
(中日本航空株式会社)
.t 大 下 和 久 45.1.4 国立極地研究所事業部 東 京 都
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○夏隊同行者 一一
区 分 氏 名
生 年月 日
(昭和) 所 属 本 籍 隊経歴等
環 境 河 野 通 治 45.1.24 環境庁自然保護局 京 都 府
大学院学生 高 橋 晃 周 48.2.13 総合研究大学院大学数物科学研究科 京 都 府
(大学院学生)
〃 飯 塚 芳 徳 49.1.30 総合研究大学院大学数物科学研究科 東 京 都
(大学院学生)
交換科学者 Edward　S.　Grew 1944,5.29メーン大学地質科学科教授 ア メ リ カ 第29次夏隊同行者
〃 Ch亘stopherJ.1961,6.21シ ドニ ー大学地球科学科 オ ー ス ト
Carson (フェ ロ ー) ラ リア
〃 Danie1J. 1969,9.29シ ドニー大学地球科学科 オ ー ス ト




(昭和 〉 所 属 本 籍 隊経歴等
.
雪 氷 学 渡 邊 興 亜 14・5・11 国立極 地研 究所研 究主幹
(文部教官教授)|




















南 極 月 別 気 象 状 況 　(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温　(Max.temp.)　('C)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度　(Mean　relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速　(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間平 均(Max.
　 Wind　speed,　10-min.　mean>　(m/s)
































走 磁性 バ クテ リアは 地磁 気 を感 知 し,磁 力
線 に沿 って北 または南 を 目指 して移 動す る.こ
の バ クテ リア は中 ・低緯 度 の河 川 や 海 の泥 の
表 面の微 好 気 自勺な環.境下 で生 迫、して い る こ と
がln}1一され てい た が,最 近,昭 和 基 地,デ ュ
モ ンデ ュル ビル基 地,そ れ に ス コ ッ ト基地 の
水深10m前 後 の海 底 や,リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム湾
沖 の 水深3000mの深 海底 に も生 息 して い るの
が 判 明 した.菌 の大 き さは約1ミ クロ ン メー
トルで(図1),菌 体 に は10～20個 の磁 鉄 鉱
メ超f微粒(了・(i尚:行≡500～loooA)カ{・|自:糸泉に 並
んで い る(図2),こ の超 微 粒.f・磁 石 群が 地 磁
気 との相 圧作 用 で バ クテ リア を南北 に 並べ て
い る,そ して菌の一端 に付 いた鞭 毛によ り,北
'}':球の 菌 は北 に
,南 半球 の 菌 は南 に のみ 移 動
す る,
走 磁性 バ クテ リ アの作 る磁 石 微粒f－が 海 底
堆積 物 中 か ら頻 繁 に見つ か っ てい る.堆 積 物
の磁 石の 方向 か ら地 球 磁 場 の 逆 転 や プ レー ト
テ ク トニ クスが 論 じられ て き たが,そ の磁 石
の担 いr:に走磁 性 バ クテ リアが あ げ られ る よ
うに な った.1996年に.ltlr界を驚 かせ た 「火 星
に生 物 の 証拠 」 の張 本 人 も走磁 性 バ クテ リア
















図1原 始間力顕微鏡で撮影された走磁性 バクテ リア
(ALH84001)中に走 磁性 バ クテ リア の作 る磁
石粒 「と形状 や大 き さのイ以たf磁鉄 鉱 微粒r・の
列 が 見つ か った こ とに端 を発 してい る.
また,走 磁性バ クテ リアを磁 気セ ンサー に用
いる研究 も行われ ている,こ れは走磁性 バ クテ
リア は人類 が 手に入 れる こ とので きる最 も小 さ
な磁 気 コ ンパスで,し か も北 か南に しか移動 し
ない とい う性 質 を利川 する ものであ る.無 磁 場
空 間で岩石 の上 に走{軽忽性 バ クテ リア を含 む水 滴
を滴.ドさせ,バ クテ リアの移 動 方向 を顕微鏡 で
観察 する.こ れ によ り岩石 を破壊 す ることな く
磁性 粒子の磁 化方向 と磁 力線 の 発散 と収 束の様
子 を知 る ことがで きる.こ の様 な測 定




気研 究の新 しい 「法 となって いる.南
極阻石 に走 磁性バ クテ リア を作川 させ
るこ とに よ り,ど の鉱物 の どの部分 か
ら磁 力線 が 発 散 し,ど こ にN極 ・S
極 が形 成 してい る か即 座 に判 断 で き
る.こ れ に よ り胆石が46億 年前 どの
ような機構 で磁 化 し,そ の時 にノく陽系
や阻石母天 体 に磁場 があったのか無 か
ったのか な ど,我 々に郁 々の情 報 を与一
えて くれ る.わ ず か1ミ クロ ン メー
トルのバ クテ リアが 地球 の進化 解明 に
多方 面で寄 与 してい る こ とが 分か る.
